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藤と自我同一性の関連について調査・検討し，同一性達成地位にある個人は依存欲求と独立欲求  
がはどよく保たれているのに対し，同一性地位拡散および権威受容地位にある人は，それぞれ強  





















受できるという，成熟した人格に備わっているあり方である。   
閲（1982）は高橋の考えに基づいて上記の3つのあり方を 〈依存欲求〉 〈依存の拒否〉 〈統合  
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礎に一個の人格として自律的に行動し得る」（関，1982）人であると言える。このことから他者へ  































目  的  
青年の友人への依存のあり方を依存性尺度によって，性差に注目しながら調査，検討する。ま  
た自己安定性尺度を用い，友人への依存のあり方と適応との関連についても検討する。   
仮説は以下の通りである。  
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仮説1依存欲求の高い人はど，単独自己の安定性は低く，関係自己の安定性は高いだろう。  
仮説2 依存の拒否の高い人ほど，自己の安定性が低いだろう。  
仮説3 統合された依存が高いはど，自己の安定性が高いだろう。  
方  法  
1）被検著   
大学生男子72名（18－28歳，平均年齢21．4歳，SD2．12），女子241名（18－26歳，平均年齢  
20．6歳，SDl．45），大学名，大学別の人数，年齢はTablelに示すとおりである。  
Tablel 大学別人数と年齢  
大 学 名  人数 平均年齢  
??????????
男子 国立A大学  














2）調査内容   








3）手続き   
私立B女子大学では講義時間を利用し，筆者が教示をして集団で行い，その場で回収した。所  
要時間は約20分であった。国立A大学，私立C女子大学では個別に質問紙を配布，回収した。  
結  果  
【結果の整理】  















した。   





Table2 依存性尺度の因子分析結果（varimax回転後）  
Item  FactorI FactorII FactorⅡ α  
16 友人に頼る立場になると，どうも落ち着かない。  
30安心して友人の世話になれないほうだ。  
33 友人に頼み事をするのは，どんなときでも，非常な決JL、がいる。  
14 自分のために，友人に何かをやってもらうのは苦手だ。  
17 友人には，絶対に借りをつくりたくない。  
23 恩返しできないなら，友人に援助を求めるのは，ためらわれる。  
13 友人の世話になるのは，恥ずかしいと思う。  
26 自分のことは，どんなことがあっても，自分一人でしないと気がすまない。  
10 どんなに困ったときでも，友人に頼らないほうだ。  
22 親しい間柄の友人にでも，甘えることのない方だ。  
764 －－．074 －．146  
738  一．114  －．283  
725  ．064  －．110  
721 －．110  －．132  
702  －．036  －．181  
695  ．102  －．084  
692  －．068  －．195  
649  －．319  ．000  
614  －．393  －．222  
585  －．382  －．158 ．896  
28 何かするときには，友人に気を配って，はげましてもらいたい。  
18 何かにつけて，友人に味方になってもらいたい。  
38 何か迷っているときには，友人に「これでいい？」と聞きたい。  
35 病気のときや；憂うつなときには，友人に同情してもらいたい。  
21できることならいっも，友人と一緒にいたい。  
11一人で決心がっきかねるときには，友人の意見に従いたい。  
6 できることなら，どこへ行くにも，友人と一緒に行きたい。  
25 因っているときや悲しいときには，友人に気持ちを分かってもらいたい。  
1友人から「元気？」などと気を配ってもらいたい。  
5 むずかしい仕事をするときには，できたら，友人と一緒にしたい。  
31重要な決心をするときにはいっも，友人の意見が聞きたい。  
32 悪い知らせ，悲しい知らせなどを受け取る場合には，友人に一緒にいてもらいたい。  
ー．099  ．723  ．126  
．073  ．665  ．055  
－【．268  ．646  一．030  
．031 ．634  ．070  
－．009  ．613  ．165  
－．251 ．606  －．090  
－．036  ．604  ．125  
【．146  ．598  ．227  
．031 ．579  ．067  
【．316  ．575  －．132  
－．150  ．565  ．260  
－．025  ．512  ．064  
36 心のささえになってくれる友人がいる。  －．158  
15 自分の信頼できる友人がいるので安心だ。  －．238  
12 わたしがしようとすることを，何かにつけ理解してくれる，と思う友人がいる。 －．139  
20 思い出すだけで，心が安らかになるような友人がいる。  －．036  
29 自分を見守ってくれるように思う友人がいるので，大事な場面も切りぬけられる。 －．130  
39 あの人になら少々無理を言ってもいい，と思う友人がいる。  －．280  
4 友人のことを思い浮かべて，元気を出すことがある。  －．128  
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Table3 自己安定性尺度の因子分析結果  
Item  Factor I 
2 安心している－おびえている＊  
4 のびやかな一萎縮 し た＊  
1 心の開いた一心の閉じた＊  
3 生気のない一生気のある  
5 束縛された一自 由 な  








【各尺度および尺度間の関連の検討】   
男女比を考慮し，被検者のうち国立A大学学生140名（男子72名，女子68名）を対象として  
分析を行った。   
a）依存性尺度   
依存性尺度の「依存」，「拒否」，「統合」それぞれの得点を個人毎に算出した。全体および性別  






統合  拒否  
Figurel依存性尺度別平均得点  
依存  
Table4 依存性尺度間の相関   
全体   男子   女子  
依存一統合 ．36＊＊ ．41＊＊ ．24  
統合一拒否 －．50＊＊ －．55＊＊ －．29  
依存一拒否 －．37＊＊ －．46＊＊ －．25  
＊p＜．05，＊＊p＜．01  
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は見られなかった。   
依存性尺度得点との間でピアソンの積率相関係数を算出したところ（Table5），「統合」と〈単  
独〉〈関係〉 それぞれの場面との間に正の相関，  
「拒否」と〈単独〉の間に負の相関があった。ま  
た男子では「拒否」と 〈関係〉 の負の相関が見  
られなかった。女子は「依存」と 〈単独〉 に正  
噌  






単独自己   関係自己  
Figure2 自己安定性尺度得点  
Table5 依存性尺度と自己安定性  
単   独  関   係  
全体   男子   女子   全体   男子   女子  
依存 ．12  ．01   ．26＊   ．04  一．02  ．12  
拒否 －．31＊＊ －．25＊ －．34＊＊ －．29＊＊ －，22  －．34＊＊  
統合 ．35＊＊  ．23＊   ．44＊＊  ．42＊＊  ．39＊＊  ．40＊＊  
＊p＜．05，＊＊p＜．01  











かったという可能性があるからである。   
また，男女で友人との付き合い方が異なることは従来からしばしば指摘されている。和田  
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場面の間に負の相関が見られたが，男子は「拒否」と 〈単独〉の問に弱い負の相関が見られたの  
みであり，女子は潜在的に依存不安があるとされる「拒否」と自己の安定性の間に関連があるが，  


















4．ま と め   
本研究から，友人への依存のあり方と適応の指標である自己の安定性との関連が明らかにされ  
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